
日
本
共
産
党
川
越
議
員
団
は
、

議
会
質
問
等
で
平
和
施
策
の
推
進
・

充
実
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
終
戦
記
念
日
と
広
島
・
長
崎

へ
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月
６
日
・

９
日
に
「
時
の
鐘
」
を
な
ら
し
黙

祷
、
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
市

民
派
遣
・
派
遣
者
の
体
験
発
表
会
、

原
爆
写
真
展
の
開
催
な
ど
様
々
な

提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
市
が
平
成

17年
に
宣
言
し
た

「
小
江
戸
か
わ
ご
え
平
和
都
市
宣

言
・
２
０
０
５
」
で
は
、
「
非
核

三
原
則
の
堅
持
と
あ
ら
ゆ
る
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
、
平
和
で
安
全
・

安
心
な
都
市
」
を
謳
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
「
平
和
市
長
会
議
」
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。
同
会
議
で
は
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
核
兵
器
廃
絶

を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
が
、
市
は
市
民
や

観
光
客
な
ど
に
明
確
な
ア
ピ
ー
ル

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
、
こ
ん
の
議
員
は
平
和
都

市
宣
言
の
広
告
塔
や
垂
れ
幕
を
市

役
所
な
ど
に
設
置
で
き
な
い
か
質

問
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
看
板
に

つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
市
の
状
況
も
鑑
み
検
討
し
て
い

く
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
憲
法
９
条
を
変
え
る
た

め
に
国
会
議
員
の
３
分
の
２
以
上

を
過
半
数
の
発
議
と
す
る
憲
法

96

条
改
定
を
行
お
う
と
し
て
い
る
こ

と
や
橋
下
徹
大
阪
市
長
の
慰
安
婦

問
題
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。

市
長
は
、
憲
法

96条
だ
け
を
先

に
改
正
し
て
、
ハ
ー
ド
ル
を
低
く

す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
最
高
法
規

に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
阪
市

長
の
発
言
は
、
「
極
め
て
不
適
切
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
は
来
年
か
ら
の
消
費
増
税
を

正
当
化
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税

を
人
質
に
公
務
員
給
与
を
一
方
的

に
引
き
下
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
市
は
、
７
月
か

ら
来
年
３
月
ま
で
市
長
給
与
を

15

％
減
額
、
副
市
長
等
の
特
別
職
給

与
を

10％
減
額
す
る
議
案
を
提
出

し
ま
し
た
。

本
山
修
一
議
員
が
減
額
理
由
を

問
う
と
総
務
部
長
は
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
の
推
進
と
国
家
公
務

員
に
準
じ
た
給
与
削
減
に
関
す
る

国
か
ら
の
要
請
を
考
慮
し
た
と
答

弁
。
同
議
員
は
、
市
長
は
一
期
目

の
大
部
分
は
自
ら
給
与

20％
を
削

減
し
て
い
た
が
、
当
時
と
の
比
較

で
市
長
は
５
％
の
賃
上
げ
に
な
る

の
で
は
と
指
摘
。
国
が
一
方
的
に

給
与
削
減
を
要
請
し
、
そ
の
分
交

付
税
を
減
ら
す
こ
と
に
対
し
て
市

長
に
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
市
長

は
、
国
と
地
方
の
関
係
を
考
慮
す

る
と
た
い
へ
ん
遺
憾
な
こ
こ
と
認

識
し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

党
議
員
団
が
提
案
し
て
い
た
、

橋
下
徹
大
阪
市
長
の
「
慰
安
婦
」

発
言
の
撤
回
・
謝
罪
を
求
め
る
決

議
が
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

橋
下
氏
の
発
言
は
、
犠
牲
と
な
っ

た
方
々
を
深
く
傷
つ
け
た
こ
と
は

も
と
よ
り
、
全
女
性
へ
の
冒
涜
で

あ
り
、
男
性
に
対
す
る
侮
辱
で
あ

る
と
し
、
橋
下
氏
に
猛
省
を
促
し

発
言
の
撤
回
と
謝
罪
を
求
め
る
も

の
で
す
。

発 行：日本共産党川越市議会議員団

連絡先：川越市役所内日本共産党控室
２２４－８８１１（内線３６３６）
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※生活相談を随時、受付ています。

と
き

・
８
月

23日
(金
)

午
前

10時
～

12時

と
こ

ろ
・

川
越

駅
東

口

ク
ラ

ッ
セ

川
越

・
６
階

○
お
気

軽
に
ご
参
加

下
さ

い
。
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本山 修一議員

総務財政常任委員会

かきた有一議員

産業建設常任委員会

川口ともこ議員

文化教育常任委員会

こんの英子議員

保健福祉常任委員会

常
任
委
員
会
な

ど
決
ま

る

２０１３年
７月号市議会報告

第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省
の
上
に
、
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
平
和
憲
法

９
条
を
改
正
す
る
た
め
第

96条
改
正
を
進
め
る
勢
力
が
増
す
な
か
で
、
川
越
市
は
市
民
と
協

同
し
て
戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
川

越
支
部
が
川
越
市
議
会
に
「
す

べ
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
を

補
償
し
被
害
の
根
絶
を
求
め
る

請
願
書
」
を
提
出
し
、
日
本
共

産
党
と
Ｐ
川
越

21の
代
表
が
紹

介
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
国
と
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
建
材
製
造
企
業
が
自
ら
の

責
任
を
認
め
、
す
べ
て
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
ら
に
十
分
な
救

済
と
補
償
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

市
議
会
と
し

て
国
に
意
見

書
の
提
出
を
求
め
た
も
の
で
す
。

現
在
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
根

絶
、
全
面
救
済
を
求
め
る
国
へ

の
請
願
署
名
は
、
１
６
７
万
筆
。

市
議
会
は
こ
う
し
た
声
を
受
け

止
め
、
「
建
設
従
事
者
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
を
早
期
に
救
済

し
、
被
害
の
根
絶
を
求
め
る
意

見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ア
ス

ベ
ス

ト
被

害
救

済
、

根
絶

の
意

見
書

可
決

憲
法

を
守

り
生

か
す

市
政

に

○
議
会
運
営
員
会
○
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
○
都
市
計
画
審
議

会
○
な
ぐ
わ
し
公
園
建
設
委
員
会

○
社
会
教
育
委
員
協
議
会

○
社
会
福
祉
審
議
会

○
環
境
審
議
会

○
広
報
誌
編
集
委
員
会

○
政
務
活
動
費
経
理
責
任
者
会
議

○
介
護
保
険
事
業
計
画
等
推
進
委

員
会
○
放
置
自
転
車
対
策
審
議
会

○
図
書
室
委
員
会
○
川
越
駅
西
口

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

議
員
団
長

○
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

○
土
地
開
発
公
社

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
？

市
長
は
給
与
増
に

橋
下
大
阪

市
長

「
慰
安
婦

」
発
言
で

決
議

平
和
都
市
ア
ピ
ー
ル
を

96条
改
定
は
「
憲
法
の
最
高

法
規
に
反
す
る
」
…
市
長



日本共産党川越市議会議員団 市議会報告 (2)

６
月
市
議
会
は
、
５
日
か
ら

27日
ま
で

の
日
程
で
行
わ
れ
。
日
本
共
産
党
は
、
○

市市 市市
税税 税税
なな なな
どど どど
のの のの
滞滞 滞滞
納納 納納
利利 利利
息息 息息
をを をを
引引 引引
きき きき
下下 下下
げげ げげ
るる るる

条条 条条
例例 例例
、、 、、 ○○ ○○
新新 新新
斎斎 斎斎
場場 場場
建建 建建
設設 設設
用用 用用
地地 地地
のの のの
取取 取取
得得 得得
、、 、、 ○○ ○○

文文 文文
化化 化化
芸芸 芸芸
術術 術術
振振 振振
興興 興興
・・ ・・ 市市 市市
民民 民民
活活 活活
動動 動動
拠拠 拠拠
点点 点点
施施 施施
設設 設設

のの のの
設設 設設
置置 置置
条条 条条
例例 例例
、、 、、
○○ ○○
学学 学学
校校 校校
大大 大大
規規 規規
模模 模模
改改 改改
造造 造造
工工 工工

事事 事事
請請 請請
負負 負負
な
ど

17議
案
に
賛
成
、
市
長
等

の
給
与
引
下
げ
議
案
に
は
反
対
し
ま
し
た
。

築

30年
を
経
過
し
た
学
校
を
今
年
か
ら

10年
か
け
て
外
壁
、
屋
根
な
ど
の
大
規
模

改
造
工
事
を
行
い
ま
す
。
４
月
か
ら
技
術

職
等
の
設
計
労
務
単
価
が
平
均

15％
増
え

市
の
最
低
制
限
価
格
の
設
定
基
準
が
見
直

さ
れ
ま
し
た
。

初
雁
中
・
城

南
中
、
大
東
東

小
、
南
古
谷
小

の
工
事
を

12本

に
わ
け
分
離
発

注
し
ま
す
。

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
公
契
約
条
例

は
、
市
長
か
ら
「
公
共
調
達
審
議
会
条
例

案
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
成

立
し
た
こ
と
か
ら
、
上
程
中
の
条
例
案
を

撤
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
公
契
約

条
例
の
制
定
や
入
札
制
度
改
革
な
ど
に
つ

い
て
は
今
後
、
前
述
の
審
議
会
の
な
か
で
、

事
業
者
、
労
働
者
、
有
識
者
が
意
見
を
出

し
合
い
議
論
す
る
形
で
進
め
ら
れ
る
見
通

し
で
す
。

新
河
岸
駅
周
辺
整
備
事
業
の
用
地
取

得
の
状
況
は
、
駅
西
口
・
東
口
両
駅
前

通
り
線
、
両
駅
前
広
場
、
寺
尾
大
仙
波

線
も
含
め
全
体
で

75％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
平
成

27年
度
末
を
目
標
に

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
用
地
取
得

な
ど
に
よ
り
、
事
業
全
体
の
計
画
が
遅

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

市
民
の
関
心
の
高
い
新
河
岸
橋
上
駅

舎
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う
な
る
の
か
聞
い

た
と
こ
ろ
、
都
市
計
画
部
長
は
、
「
外

観
は
和
を
イ
メ
ー
ジ
し
モ
ダ
ン
で
癒
さ

れ
る
デ
ザ
イ
ン
に
ま
と
め
た
」
と
答
弁
。

私
は
、
駅
前
広
場
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
乗
り
入
れ
を
考
え
て
い
る
の
か
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
一
般
車
両
の

送
迎
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
質
し
た
と
こ
ろ
、
同
部
長
は
、

「
今
後
駅
前
広
場
が
整
備
さ
れ
た

際
に
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
乗
り
入
れ

を
検
討
す
る
。
一
般
車
両
は
広
場
内
に

10台
程
度
の
一
時
的
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、

高
階
区
画

整
理
事
務

所
跡
地
を

公
園
に
活

用
す
る
こ

と
が
明
ら

か
に
な
り

ま
し
た
。

ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
残
り
は
最
終
処
分

場
に
埋
め
ら
れ
ま
す
。
残
容
量
が
心
配

さ
れ
て
い
る
市
の
最
終
処
分
場
・
小
畔

の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
成
元
年

利
用
開
始
、
当
初
は
約

13年
で
満
杯
の

計
画
で
し
た
。
当
時
は
市
の
焼
却
残
渣

の
う
ち
約
半
分
を
処
理
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成

14年
度
か
ら
残
渣
の
リ
サ
イ

ク
ル
開
始
、

22年
度
か
ら
は
資
源
化
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
溶
融
ス
ラ
グ
を
路

盤
材
と
し
て
売
却
す
る
な
ど
、

毎
年
１
万
ｔ
前
後
あ
っ
た
処

理
量
が
昨
年
度
は
２
５
４

ト
ン
に
減
っ
て
い
ま
す
。

残
容
量
は
昨
年
度
末

13

％
。
再
資
源
化
の
可
能

性
を
問
う
と
市
は
、
受
入
れ
先
が
常
時

確
保
で
き
れ
ば
全
量
を
再
資
源
化
可
能
、

二
期
工
事
は
必
要
な
い
と
答
え
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
市
は
、
処
分
先
を
複
数

確
保
し
、
緊
急
時
に
備
え
小
畔
の
里
の

残
容
量
は
１
割
程
度
確
保
し
、
可
能
な

限
り
資
源
化
し
て
小
畔
の
里
に
頼
ら
な

い
処
分
を
め
ざ
す
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

今
後
は
長
期
的
な
視
野
で
計
画
を
立

て
市
民
に
示
す
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

来
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
予

定
の
大
東
市
民
セ
ン
タ
ー
の

周
辺
道
路
の
整
備
や
バ
ス
の
ル
ー

ト
確
保
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
大
東
保

育
園
入
口
ま
で
の
約

40ｍ
の
道
路
整
備

は
今
年
度
行
う
。
市
民
の
利
便
性
を
考

え
同
施
設
の
前
面
道
路
の
重
量
制
限
等

を
一
部
緩
和
し
、
今
年

10月
か
ら
川
越

シ
ャ
ト
ル
を
通
す
予
定
と
の
こ
と
。

私
は
、
大
東
保
育
園
入
口
か
ら
さ
ら

に
駅
方
面
に
向
か
っ
て
道
路
の
一
部
が

傷
ん
で
危
険
な
部
分
が
あ
り
、
歩
道
も

含
め
道
路
の
改
修
整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
た
だ
し
ま
し
た
。
建
設
部
長
は
、

順
次
整
備
し
て
い
く
。
危
険
な
個
所
に

つ
い
て
は
、
部
分
的
な
補
修
で
対
応
す

る
と
答
弁
。
朝
夕
の
周
辺
の
渋
滞
対
策

に
つ
い
て
は
、
国
道

16号
の
南
大
塚
交

差
点
の
右
折
非
常
帯
等
の
整
備
で
、
大

宮
国
道
事
務
所
、

警
察
署
と
の
協
議

を
行
う
と
答
え
ま

し
た
。

大
東
出
張
所
公

民
館
の
第
二
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、

活
用
策
が
決
ま
る

ま
で
の
間
、
広
場

と
し
て
市
民
に
開

放
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

市
の
付
属
機
関
と
し
て

44の
審
議
会
、

協
議
会
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

長
は
２
期
目
も
改
革
・
公
正
、
公
開
の

基
本
姿
勢
を
堅
持
す
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。
私
は
市
長
が
公
開
を
堅
持
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
各
種
審
議
会
や
教
育
委
員

会
会
議
の
会
議
録
を
公
開
す
べ
き
だ
と

質
し
ま
し
た
。
市
は
、
会
議
録
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
く
、
教
育

委
員
会
は
、
教
育
委
員
会
会
議
の
会
議

録
を
公

開
す
る

よ
う
準

備
を
進

め
る
と

答
弁
。

喜
多

院
周

辺
南

院
跡

地
な
ど

私
が
、

喜
多

院
の
周
辺
跡
地
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
教
育
委
員
会
は
「

喜
多

院

の
前

身
だ
っ
た

無
量

寿
寺
の

三
院
の
一

部
で
現

存
す
る
南

院
跡
地
や

徳
川
家
康

の
没
後
、

久
能
山
か
ら
日

光
へ
の
改

葬

途
中
、

喜
多

院
大

堂
で

法
要
が

執
り
行

わ
れ
た
。
家
康
が

神
格
化
さ
れ
本
地

仏

と
し
て
安
置
さ
れ
た
大

堂
で
あ
る
本

地
堂
と

呼
ば
れ
る
場
所
な
ど
、

喜

多
院
周
辺
の
跡
地
を
調

査
し

文

化
財

説
明

版
な
ど
に
反

映
し

て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

大
東
市
民
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
整
備
進
む

～
川
口
と
も
こ
議
員
～

最
終
処
分
場
の
二
期
工
事
は
当
面
不
要

～
か
き
た
有
一
議
員
～

新
河
岸
駅
舎
外
観
デ
ザ
イ
ン
「
癒
し
系
モ
ダ
ン
」

～
こ
ん
の
英
子
議
員
～

各
種
審
議
会
、
教
育
委
員
会
会
議
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開

～
本
山
修
一
議
員
～

身近な要求実現へ 建設的に提案

入入入入間間間間川川川川河河河河川川川川敷敷敷敷のののの利利利利活活活活

用用用用とととと騒騒騒騒音音音音問問問問題題題題ににににつつつついいいい

ててててもももも質質質質問問問問ししししままままししししたたたた。。。。
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